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① 大昔の標茶 ④ トンボ博士 飯島一雄

　４月１日より自然専門とする高
橋優花学芸員が着任し、歴史を担
当する坪岡と共に、自然と歴史の
質問に対応できる形となりまし
た。どうぞよろしくお願いいたし
ます。� （坪）

大川のほとり
−郷土館だより（第78号）−

☎487-2332

　７月１日㈰開館予定の標茶町博物館 ニタイ・トでは、展示空間の
最終的な仕上げ作業まで進んでいます。多くの博物館は新規開館する
場合、学芸員が基礎プランを練り、それに基づき展示専門業者に委託
して、以降は展示専門業者が中心となり展示を造作する場合が多いの
ですが、当館の場合は学芸員とそのスタッフが中心となり、細かな展
示パネルや図、そして展示資料配置を決めて製作しました。
　新しい博物館には、展示室が5つあります。
①「大昔の標茶」（縄文時代～アイヌ文化期までの先史時代の展示）
②「標茶のアイヌ文化」（江戸後期～昭和期までのアイヌ文化の展示）
③「標茶の近代」（明治以降の標茶市街、地域の歴史に関する展示）
④「�トンボ博士　飯島一雄　～飯島コレクション～」（標茶の昆虫に

関する展示）
⑤「標茶の自然」（標茶町の動物や植物に関する展示）

　標茶町郷土館にて展示していた資料を中心に配置していますが、展示スペースが広くなったため、これま
で展示していなかった資料を多く追加しています。また「標茶のアイヌ文化」「標茶の近代」展示室は、天
井が高く開放的な展示空間で、高さを生かした資料配置を行ったほか、障がいのある方などのためにエレベー
ターを設置、ゆっくりと時間をかけて鑑賞できるよう、展示途中で休憩できる椅子をいくつかの展示室内に
配置しています。

　新規開館する７月１日は、オープニングセレモニーが行われるため、一般観覧は午後１時からとなります。
　当日は参加者に記念品をお渡しするほか、午後１時より標
茶町文化財専門委員長西幸隆氏による特別講演を行ないます。
長年にわたり数多くの考古学調査を行ってきた西幸隆氏によ
る貴重な内容となっています。講演は無料で参加することが
できます。
　なお標茶町博物館ニタイ・トの展示を見学する際は、観覧料
200円（税別）が必要です。初年度に限り、観覧料をお支払いい
ただいた方へ、オリジナルクリアファイルをお渡しします。
　無くなり次第終了となりますので、お早めにご来館ください。
お待ちしています。

標茶町博物館

開館に向かって展示作業が進んでいます。

② 標茶のアイヌ文化 ⑤ 標茶の自然



渡り鳥ってどんな鳥？
暖かい日が続き、生き物たちが活発になる季節がやってきました。
今回は移り変わる季節と共にやって来る渡り鳥について紹介したいと思います。

今の時期、標茶町周辺では、ウグイスやアオジなどの「夏鳥」を多く見ることができます。
調べてみると意外と奥が深い渡り鳥。　ぜひ探してみてください。

　「渡り鳥」といっても実は渡りの時期などによってそれぞれ
分類されています。
　春に南の地域から渡来して日本で繁殖を行い、秋にまた南の
地域に渡っていく種を「夏鳥」、秋に北の地域から渡来し春ま
で越冬したのち再び北へ渡っていく種を「冬鳥」、春と秋の渡
りの途中に訪れる種を「旅鳥」といいます。また、渡りほど大
規模ではないが近距離で繁殖地と越冬地を分けているような場
合は「漂鳥」と呼び、通年同じ場所に生息するものは「留鳥」
と呼ばれています。この中から「夏鳥」「冬鳥」「旅鳥」が毎年
繁殖地と越冬地を長距離移動する「渡り鳥」とされています。

　「鳥たちがどのような経路を辿るのか」「なぜ毎年同じ時期に
渡れるのか」などのさまざまな疑問がありますが、実は渡りに
関する多くのことは未だ研究段階のものが多く、はっきりした
ことはわかっていません。渡り鳥に関する研究は古くから行わ
れてきましたが、海を越えて飛んで行く鳥たちを追いかけるこ
とは大変難しく、その実態は長年謎に包まれていました。
　近年は発信機などの小型機器の性能が向上したことにより急
速に研究が進んでおり、渡りの詳しい経路や移動距離など、今
までは知られていなかったことが、解明されてきているところ
です。

ア オ ジ
　写真のはく製は雌。雄は頭が
暗灰緑色で目の周りが黒い。大
きさはスズメより少し大きい。

オオジシギ
　５～６月にかけて「ジッジッ」
「ズビャーク、ズビャーク」と
鳴きながら上空を旋回し、飛行
機のような羽音を出しながら急
降下するディスプレイ・フライ
ト（威嚇や求愛の意味を持つ行
動）を見ることができます。

1. 渡り鳥とは？

2. 「渡り」のメカニズムって？
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発行責任者　会長  山口　鈴代　標女連広報委員会
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一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。

女性活動の合いことば
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